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　喉頭乳騰腫は成書にもあきらかにされているように，必
ずしもめづらしい症例ではないが，最近生後8箇月児の喉
頭床面隔心出歯を経験したので，該疾患の文献的統計，と
くに年令別配分について調査し，本症例にあわせて報告す
る。
　患者は8箇月女児，出産時正常，その後健常に発育し，
既応前歴，家族歴に特記すべきものはない。昭和30年6
月21日，約2箇月前から原因誘因不明に曖声を訴へ，漸
次増強，ほとんど無声状態となり，吸気時に胸骨上窩部お
よび腹部の陥凹をしめす程度の呼吸困難をみるにいたって
当外来を訪れた。体格中等度，栄養良，ほとんど無声，呼吸
困難があり，喉頭内検査rLより，灰白色，小指頭大の乳粥腫
様踵瘍を確認，その他全身的には臨床的に異常がなかった。
7月4日，あらかじめの気管切開を行い，後，チオバール
注射およびエーテル吸入による全身麻酔下で，直達的に腫
瘍を鉗除した。腫瘍は，左声帯および仮声帯から多発性に
発生したもので，一見1ケの塊となって声帯，仮声帯を覆
い，喉頭腔の過半をふさいでいた。病理該断は予想通り乳
蝿腫であった。術後2日1コに気管枝肺炎を続発したが，ペ
ニシリン30万単位宛5日聞，クロロマイセチン250mg宛
筋注3日間の投与により，7日目には軽快し，体温その他
は正常に復した。その後，再発防止のため放射線科に依頼
し，7月12日から8月13日にいたる問，左右側頸都から
一回量．200γ宛12回，総量2，400γを喉頭へ向け放射した。
この間，放射線治療による喉頭の二次的腫脹を慮り，気管
カニューレは挿入したままに放置したが，放射線治療終了
後6日目，当初の気管切開施行後46日目に，幸いにも抜
去困難症を呈することなく，カニューレを抜くことをえた。
慶声は筒軽度にみられたが，喉頭内には肉眼的に腫瘍の残
存はみとめられず，勿論，．呼吸困難は去ったので気管切開
創治縢とともに退院せしめ，目下その後の経過を観察中の
ものである。
　本症の原因についての諸説，その分類，臨床症状，病理，
ならびに治療法などについては，成書にもしるされてあり，
周知のところなので省略する。本例は，さきにのべたよう
に，とくに稀とすべきではないが，生後8箇月児の捌出例
第1表大正9年より昭和5年にいたる
　11箇年の慶大耳鼻科臨床｝こおける
　　　　腫瘍統計（腰野氏より）
耳鼻咽喉科領域に
おけるil重瘍
　　523例
????
13
???
悪性腫瘍344例（67．7％）
良性腫瘍169例（32．3％〉
悪1性三腫瘍　　113例　（21．6％）
良性腫瘍　5例〔0．9％）
註1．喉頭の良性腫瘍5は乳噺腫3，線維腫2とな
　　　つている。
註2．喉頭良性腫瘍の比率が低いのは，いわゆる真
　　　性腫瘍のみを採択したためとおもわれる。
第2表　昭和2年より昭和13年にいたる
　12箇年の名大耳鼻科臨床における
　　　腫瘍統計（安積河村氏より）
上気道における腫
瘍
　　347例
瘍???
61
??喉
悪性腫瘍235例（67．8％）
良ll生腫瘍　　112例　（32．2％）
悪性腫瘍　　　80例　（23，2％）
良性腫瘍　81例（23．2％）
註1．喉頭良性腫瘍81は線維腫74，乳嚇腫6，血
　　　管腫1となっている。
註2．上記線維腫の中には所調喉頭ポリープが含め
　　　られている。
346
9巻5／6号 橋本・他一一一一乳児喉頭乳晦腫 347
第3表喉頭乳断腫の1候頭良性腫瘍に対する比率
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第5衷　米国における喉頭乳断腫の年令
　　的分布状態（Holingerによる）
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註　良性腫瘍をいわゆる真性腫瘍のみに限定するか
　　あるいは組織学的にいわゆる非新生物とおもわ
　　れるものも含めるかによって比率は異って来る
　　が，この点が原文にあきらかにされているもの
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　　印とする。
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註表中，1年12例とあるが，月数が判然と示され
　　ていない。
と云うことから，文献的にこれの最年少例をさぐらうとし，
あわせて，喉頭乳騰腫の発生頻度を文献的統計によってし
らべた。以上これを表示（第1～5表）した。
　われわれは生後8箇月児の喉頭乳1矧一問出を経験し，こ
の例に遭遇して以上のことを調査したので報告した。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔昭和31．6．6受付）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　’
　　Tracheotomy　was　performed　on　an　eight　month　old　infant　and　laryngeal　papilloma
was　removed．　The　case　was　considered　as　uncommon　from　the　point　of　view　of　age
for　this　type　of　operation．　Literature　was　reviewed　with　reference　to　statistics　on　age
distribution　as　regards　laryngeal　papilloma．
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